第２節　平常時における地域の備え
第３章　各期における関係機関の役割
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ポイント

★　こころのケアチームの編成

県福祉総合相談センター（精神保健福祉センター及び児童相談所）で常時１チームを編成しておく。異動等により欠員が生じたときは速やかに補完する。

★　防災訓練に参加

　　防災訓練に参加し、こころのケア活動を実際的に体験するとともに、県民に対しこころのケアについての理解と周知に努める。

★　こころのケアに関する研修

　　　こころのケアチームスタッフや市町村及び保健所の職員等を対象にこころのケアや活動について研修を実施する。

こころのケアチーム
精神科医　　保健師　心理職　　福祉職　　




	１　準備しておくべき事項

(1) 県における体制及びマニュアルの整備

　　　厚生労働科学研究費補助事業による「自然災害発生時における医療支援活動マニュアル」（以下「支援活動マニュアル」という。）の中での「精神保健医療活動マニュアル」（以下「精神保健マニュアル」という。）では、災害時（被災前）の自治体における活動チェックリストとして次の活動項目を掲げています。

　(2) こころのケアチームに対する研修と訓練

　　　また、精神保健マニュアルでは、こころのケアチームの派遣元である自治体においては、次の４点をあらかじめ行う必要があるとしています。

２　各機関の役割

　(1) 市町村

　　ア　支援者の準備

　　　　日頃から、災害対策に携わる保健師や行政担当職員は、災害時

	　　　の自分や組織の役割について認識し、知識や経験・技術を高めておくことが大切です。

◆　災害時の心理状態（急性ストレス反応やPTSDなど）の知識及び災害時のこころのケアの必要性について学習する。

◆　災害時のこころのケアに関する業務について学習し、職種や組織が何をするべきかが分かっていることが望ましい。

◆　自治体の災害時における体制を理解する。

◆　過去の災害から得られた知見を学ぶ。

◆　他の地域での災害時に応援要員として積極的に出動することから学ぶことは多く、経験していることは大きい。

◆　支援者は自分自身が被災者になることも想定し、自分の任務と家族としての役割の準備をしておく。災害時に家族間の心配や不安を必要以上に大きくしないことにつながる。

　

イ  組織としての準備

(ｱ)　日常業務の中で
#1  災害時に活用したい資料（要支援者リスト）を整理しておく。

#2  関係者を対象に、災害時のこころのケア活動についての研修を行う。

#3  専門ボランティア等の人的援助資源の把握に努め、関係機関の連絡体制をつくり、日頃から災害時のこころのケア活動について連絡会議等を開催する。

(ｲ)　住民への普及・教育
　　#1  広報媒体や住民対象の講演を通じて、災害時の心理的ストレス反応や精神症状、正しい対応の仕方等について周知する。

#2  こころのケアは、専門家が行う特別のものだけではなく、家族、教師、地域社会など日常的に緊密な人同士の間で支え合うことによって精神的安定を図ることの重要性についても理解と周知に努める。

#3  地域の防災訓練などの際に、こころのケア活動も取り入れてシミュレーションしてみることで、相談を受けることへの抵抗感を軽減し、実際にどのような援助が望ましいかを検討する。


	ポイント

上手に支援を受けるために

★　市町村防災計画に保健活動（こころのケア活動）を位置づけておくこと。

★　災害時要援護者（災害弱者）等を把握しておくとともに、役割分担を明確にしておくこと。（地域住民と共同で進める。）

★　大規模災害時を想定して受け入れ可能な応援保健師数を積算しておくこと。（経験的に、全戸訪問に必要なマンパワーは、

　　１保健師／２０件～３０件／１日、或いは１０００人以上の大規模避難所の場合、保健師３名／１日）

★　専門職ボランティアも含めた応援（こころのケアチームを含む。）受け入れ窓口をあらかじめ設定しておくこと。

★　記録・報告様式を整備しておくこと。（本マニュアルを活用する。）

★　災害関連研修等を保健所や精神保健福祉センター等と協議し、計画的に実施すること。

（「支援活動マニュアル」より一部引用）



	(2) 保健所の役割
　　ア　災害時に備えての資料整備

◆　医療機関、精神障がい者社会復帰施設、精神障がい者作業所等関係施設等の名簿を作成する。

◆　自立支援医療制度利用者等名簿を整理する。

　　

イ　災害時こころのケア活動についての研修

◆　圏域の関係者を対象に災害時のこころのケア活動の研修会を開催する。

　　
	


	参　考

災害前チェックリスト

□　こころのケア活動を防災訓練等に関連付けている。

□　装備や携行機材等を備蓄し、適宜、状態を点検している。

□　こころのケア対策会議の構成員を定めている。

□　こころのケア対策会議及びこころのケア対策班の構成には、精神保健の専門家が含まれている。

□　こころのケアチームが１チーム以上編成されている。

□　こころのケアチームスタッフに必要な研修を実施している。

□　災害直後のこころのケア活動方針等の概略を定めている。

□　外部へ応援要請する際の基準を定めている。


	ウ　住民への普及啓発・教育

◆　広報媒体を活用し知識の普及や住民への研修を行う。
(3) 精神保健福祉センターの役割
ア　こころのケアチームの編成

　◆　こころのケアチームを最低１チーム編成する。

　◆　チームスタッフに対する研修を行う。

　◆　こころのケアチームの活動の実際的なマニュアル等を整備する。

· チーム派遣に必要な装備及び携行資材等を備蓄する。

· 平素から関係機関との連携体制を点検・確認する。

イ　災害時こころのケア活動について研修・研鑽

◆　災害時「こころのケア活動」に係る啓発活動を行う。

　◆　災害時「こころのケア活動」に係る自治体職員・住民向けに研修会を開催する。

　◆　「災害時こころのケア」マニュアル、リーフレット等を配布し、正しい知識の普及に努める。

ウ　関係機関との連携
◆　災害時においても既存の精神保健福祉システムを活用できるようにするため、普段から関係機関との連携を密に行う。



（参　考）

資材及び物品の準備
	区分
	品　　　　　名
	数　量
	重要度
	チェック
	摘　　　　　要

	
	
	
	重
	普
	
	

	生

活

用

品
	寝袋
	人数分
	○
	
	
	

	
	ユニホーム
	人数分
	○
	
	
	

	
	毛布類
	人数×２枚
	○
	
	
	

	
	懐中電灯
	人数分
	○
	
	
	

	
	ポリタンク１８ℓ
	２個
	○
	
	
	

	
	ラジオ
	１台
	○
	
	
	

	
	地図
	１冊
	○
	
	
	

	
	使い捨てカイロ
	４日分程度
	○
	
	
	

	
	携帯電話
	１台
	○
	
	
	

	
	携帯電話用電池・充電器
	数個
	
	○
	
	

	
	ベンチコート
	人数分
	
	○
	
	

	
	防寒靴（長靴）
	人数分
	
	○
	
	

	
	枕
	人数分
	
	○
	
	

	
	スリッパ
	人数分
	
	○
	
	

	
	拡声器
	１台
	
	○
	
	

	
	養生シート
	２枚
	
	○
	
	

	
	使い捨てカメラ
	適量
	
	○
	
	

	
	石鹸
	適量
	
	○
	
	

	
	タオル
	２０枚
	
	○
	
	

	
	ティッシュペーパー
	１０箱
	
	○
	
	

	
	水なしシャンプー
	２本
	
	○
	
	

	
	洗濯石鹸
	１箱
	
	○
	
	

	事

務

用

品
	大学ノート
	５冊
	○
	
	
	

	
	セロハンテープ
	１個
	
	○
	
	

	
	ハサミ
	３個
	
	○
	
	

	
	カッター
	２個
	
	○
	
	

	
	千枚通し
	１本
	
	○
	
	

	
	A4用紙
	２締
	
	○
	
	

	
	フォルダー
	１００個
	
	○
	
	

	
	筆記用具
	適量
	
	○
	
	

	
	カラーマジック
	１セット
	
	○
	
	

	
	パソコン
	１台
	
	○
	
	

	
	ホッチキス（針）
	１個（１箱）
	
	○
	
	

	炊事具類
	カセットコンロ（カセットボンベ）
	１個（適量）
	○
	
	
	


	
	鍋
	１個
	○
	
	
	

	
	ヤカン
	１個
	
	○
	
	

	
	割り箸
	１００膳
	
	○
	
	

	
	使い捨てスプーン
	５０本
	
	○
	
	

	
	紙コップ
	１００個
	
	○
	
	

	
	紙皿
	１００枚
	
	○
	
	

	
	紙どんぶり
	１００個
	
	○
	
	

	
	軍手（作業用）
	５足
	
	○
	
	

	食

品
	レトルト食品、カロリーメイト、パックご飯、缶詰、ペットボトル、ペットお茶、野菜ジュース等、日本茶ティーバッ
	適量
	
	○
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	ク、インスタントコーヒー、パン、インスタント食品（カップめん類）、チョコレート等、果物（バナナ等）、漬物パックなど
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　　　　　※「支援活動マニュアル」より一部引用




♯１　被災地派遣を行う際の業務や規程についてのマニュアルを作成する。


♯２　派遣を担当する職員（後方支援の行政職員等）に対し災害時の役割等についての研修を行う。


♯３　派遣される職員（医師、看護師、保健師、心理職、障害者福祉司等）に対し災害時のこころのケアに関する研修を行う。


♯４　派遣を想定したシミュレーションを実施する。





平素の研修や要支援者リスト作成等の備え大事・・・











新潟県中越地震いわてこころのケアチームスタッフアンケート結果（抜粋）





　◎　準備段階での反省点と今後の課題


　　#1  日常的に心的トラウマの理解とこころのケアについての研修が必要（マニュアルやビデオを活用）


　　#2  事前に「こころのケアチーム」紹介チラシ等を作成し持参すべきであった。


　　#3  緊急派遣時の必需品や作業衣等の備蓄が必要


　　#4  被災地には出来るだけ早く支援希望を申し出る。


　　#5  こころのケアチームを早く編成し、メンバーの対応準備に余裕を持たせる。


　　#6  こころのケアチームスタッフに対する派遣前の研修を実施（情報提供等）。


　　#7  他機関職員の派遣に際しては、あらかじめ処遇（出張手当や代休など）を明確にしておく。


　　#8  災害直後に調査班を派遣し、その結果から、援助のポイントや被災状況等について、チームスタッフに対し事前の説明会を行ってから派遣。


　　#9  チームの総括者に役割を明確にしておく。


　　#10 被災地の情報は多い方がよい。





※１　県において最低１つの災害時緊急派遣精神医療チーム（こころのケアチーム）をつくり、研修を行う。


※２　県の防災対策に精神保健（以下「こころのケア」という。）活動を実際的な形で取り入れる。


※３　防災訓練等の際にこころのケア活動も取り組みに入れて行う。（平成１７年度より防災訓練に参加）


※４　近隣県と災害時こころのケア活動における協力体制を整備する。


※５　地域に即したこころのケア活動における実際的なマニュアルを作成する。（本マニュアルの整備）
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